
プログラム名  エコバッグづくり 活動時間 約 60 分 

概  要 

〇エコバッグの製作を通して環境問題について関心を持ち、住み続

けられるまちづくりや環境保全について考える。 

〇最大人数 50人程度 

〇ろう石ハンコづくりと並行活動が可能。 

■1つ 350円 

ねらい 

（ＳＤＧｓ） 

 

〇日ごろ使っているビニール袋について責任を考え 

エコバック作りを通して「つくる責任」について関

心を持つ。 

準備物 

（服装など） 

〇教育センター・・・バッグ、インク、版、スキージー、ゴム 

          ローラー、マスキングテープ、ウエス 

          ハンガー、洗濯ばさみ、ドライヤー 

          バケツ、カッター 

〇研修団体・・・体操服（汚れてもいい服が望ましい） 

 

研修の流れ 

 

〇集合場所に集合（団体引率者の指導） 

〇机やイスの準備（センター職員の指示） 

〇活動についての説明（センター職員） 

〇活動開始/終了 

〇片付け 

研修場所 

集合場所 

 

 活動場所に同じ 

活動場所 

〇屋内・・・第 1研修室 

      第３－５研修室 

      視聴覚室 

      キャンプ場ロッジ 

引率者への 

留意点 

〇研修当日 

 

 ・活動中、研修生の観察や指導をする。 

 ・インクを印刷後、日干しやドライヤーで乾かす。 

 ・片付けの補助をする。 



研修内容 

〇活動場所に集合する。 

 

〇センター職員の指示のもと、机やイスを準備する。 

 ※必要な資材などはセンター職員が準備する。 

 

〇センター職員がエコバッグとＳＤＧｓの関係について説明する。 

 ・プラスチックゴミとの関係 など 

 

〇センター職員が活動の流れや注意点を説明する。 

 ・数人ごとに順番に印刷する。 

 ・印刷後のバッグを乾かす。 

 ・ろう石ハンコづくりを並行する場合、合間に印刷する。 

  （ろう石ハンコづくりも行う場合、90分は必要） 

 

 ・自分のバッグの中に厚紙を入れる。 

 ・インクが服に付くと取れにくくなるので注意する。 

 

〇印刷手順 

 ・バッグの中に厚紙を入れる。 

 ・印刷版をバッグの上に置く。 

 ・印刷版の端にインクをのせる。 

 ・印刷版を押さえ、インクを伸ばすようにスキージーをスライド

させる。 

 ・印刷版をゆっくりあげる。 

 ・バッグを乾かす。（自然乾燥 orドライヤー） 

 

〇片付け 

 ・使った道具を返却する。 

 ・机やイスを拭き、片付ける。 

 


